
議第１０号議案  

 

   放射性物質に関する安全基準の早期設定等を求める意見書の提出     

  

 放射性物質に関する安全基準の早期設定等を求め、関係行政機関へ意見書を提

出したいので、次のとおり提出する。  

  

   平成２３年１０月２８日提出  

  

                      健康福祉・病院経営委員会   

                      委員長 大 桑 正 貴    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



放射性物質に関する安全基準の早期設定等を求める意見書  

 

 東 日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所事故は収束に向けた対応の

長期化が予想され、環境中に放出された放射性物質がもたらす健康への影響につ

いて国民に不安が広がっている。  

 政 府が衆議院科学技術・イノベーション推進特別委員会に提出した資料による

と、今回の事故により放出されたセシウム１３７は広島に投下された原子力爆弾の

168 . 5 個 分 、 ス ト ロ ン チ ウ ム ９ ０ は 同 原 子 力 爆 弾 の 約 2.4 個 分 に 相 当 す る 。 ま

た、国立環境研究所の調査によると、セシウム１３７の全放出量の約２２％が日本

の陸地に沈着しており、これらの放射性物質が食品や土壌、大気中などに多くの

汚染被害をもたらした。  

 そ のような中、厚生労働省では３月１７日に食品に関する暫定規制値を設けた

が、これはあくまでも暫定であり、東京電力福島第一原子力発電所事故前の基準

であれば否とされる極めて高い値が是とされている。そのため、現在用いられて

いる暫定規制値等は、今後科学的根拠に基づきより安全な規制値に改めていく努

力が必要である。  

 よ って、政府におかれては、国民の安全を守るために、次の事項について早期

に実現するよう要望する。  

１  食品や土壌、大気中などの暫定規制値等を見直し、国民の安全を確保するた

めに必要な基準を定め、示すこと。  

２  小児、妊婦に関してはより影響を受けやすい可能性があるとされていること

から、小児、妊婦の特性を十分に配慮した安全基準を示すこと。  

３  放射性物質を含む焼却灰等の廃棄物処理について、国の責任において国民が

納得する処分方法を明示するとともに最終処分場を確保し、安全性等について

国民に説明をすること。  

４  放射線量の測定等を強化するための予算措置を行うとともに、国民への正確

な情報提供及び正しい知識の普及啓発に取り組み、不安の解消と風評被害の拡

大防止に努めること。  

ここに横浜市議会は、全会一致をもって、地方自治法第９９条の規定により意

見書を提出する。  



  

   平 成２３年１０月２８日  

                 

内 閣 総 理 大 臣 

文 部 科 学 大 臣 

厚 生 労 働 大 臣 

経 済 産 業 大 臣 

環 境 大 臣 

 

                          横 浜市議会議長     

                            佐  藤    茂   
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